


各国の大学の特徴

1 米国・英国の大学を目指す
［海外大学進学指導の
し 専門家に聞きました

［世界のフロンティアであるアメリカ 冒 Crimson Education Japan代表取締役松田悠介氏

「学びの自由度」「教授法の能動性」「産学連携の厚み」「資金・ネットワ ークの規模」で抜きん出
ているのがアメリカの大学です。 アメリカは依然として政治 ・経済・イノベ ーションの中枢であり、

研究資金 ・ 起業エコシステム ・ 産学連携の規模と速度は世界トップクラスです。大学で鍛えたカ
は、 アメリカに残る道はもちろん、 日本 ・ シンガポール ・ ヨ ーロッパなど、 グロ ーバル市場でも価値が高まり続けるでしょう。

アメリカの大学では高校時代に培った主体的な学びや活動への取り組みが多角的に評価されます。「何をどれだけで
きるか」だけでなく「なぜそれをやるのか」「次に何を成し遂げたいのか」という「自分にしか語れない物語」が問われます。

0最先端の研究と社会実装が密につながっているため、「幅広い教蓑（リベラルアーツ） X深い専門」を同時に伸ばせる
0大学タイプごとに異なる強みを持ち、 目的に合わせて選べる
〇卒業後のキャリアで世界水準の選択肢が開かれる

州立と私立、総合大学とリベラルアーツ・カレッジの違いを理解し、 「自分の学び方」と「将来の働き方」に合うタイプを選ぶことが最短距離！

州立大学 主に州政府からの補助金で運営。規模と研究設備の充実度が魅力。工学 ・ ピジネス ・ ヘルス系など実務直結領域に強い傾向。

私立大学
主に授業料や卒業生 ・企業からの寄付金で運営。

資金力や産業界との連携が濃く、 少人数のハイレベルな授業や研究活動が行われるほか、 インターンシップの機会が豊富。

総合大学 さまざまな学部・大学院があり、 専門分野の深化と研究活動を行う。 大多数の学生が在籍。比較的大規模。

リベラルアーツ ・ カレッジ
学部教育に特化し、 10~20人規模の密度の高い授業で、 批判的思考 ・ 請論 ・ 文章表現を徹底的に鍛えられ、
「当初は広く学び、 後に専攻を深める」設計を基本としつつ、 希望すれば1年次から専攻分野の授業を履修することも可能。
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●大学の給付と日本の財団奨学金を組み合わせることで、 実負担を大きく下げられる可能性があるO

C) ●学費は年問400~900万円程度刊私立が高く、 州立でも留学生が高い傾向）。 ·ヤ各国の学費は為琶レー トにより変動するため 、 最新情報をゴ＇認ください．

ACT ：米国の再校学力試験（数学 ・科学・英語）
試験の「点数」だけでなく、 下記の内容を総合的に判断される。標準テスト(SAT/ACT)

や英語要件の基準は大学 ・ 専攻ごとに異なる。
A-Levels：英国系の国際教育忌校修了資格
AP ：米国の大学と同様の高度な学習カリキュラムとその外部試験
IBDP ：国際パカロレア・ディプロマ ・ブログラム両校修了資格

●高校の成績 ●科目選択（大学で希望する専攻分野と関連しているか）
●APや国際バカロレアのスコアなど●TOEFLなど、 英語試験のスコア

IELTS ：英語資格試験（特に英国の大学出願で必要 、 他国でも）
SAT ：米国の再校学力試験（数学 ・英語）

●SAT/ACT（共通試験）のスコア ●課外活動 ●受賞歴 ●推隈状 ●エッセイなど TOEFL ：英語資格試験（米国、 他国でも）

［入学時から専門に特化するイギリス 躙
学 部は原則3年制

（ ス コ ッ ト ランドは4
年）で、 入学時から専
攻を深掘りする 「短期
集中 ・ 専門特化」が強
みです。授業は研究と
直結し 、 少人数の討
論 ・ エッセイ ・ 実験／ス
タジオ's 、 口頭試問な
どで思考力を厳密に

評価します。 多くの学科で企業や研究機関での「サンド
ウィッチ年（有給実務）」を正規カリキュラムとして組み込み、

学外での実務経験を積むことができます。
アメリカが「幅広い教蓑＋専攻の柔軟な変更」を重視する

のに対し、 イギリスは「入学直後から専門を深める学びと厳格
な成績評価」が軸になっていることが最大の違いと言えます。

.;•スタジオ(studio)とは。 講西中心ではなく、 「制作 ・設計 ・実践』を核にした授
業形式を指す． 建築、 デザイン、 美術、 映像演劇•音楽、 一部の工学 ・ デザイ
ンエンジニアリングなど．
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●大学からの奨学金は米国に比べ限

定的で 、 「 ニ ー ズ ・ ベ ース」は基本
的に期待できない。

●国際学生向けの「メリット・ベ ース」
の学費減免も一部にとどまる。

●費用をおさえるには
①3年制による在学期間の短縮
②サンドウィッチ年の活用（有給で

生活費補坦）
③日本の財団法人(JASSO•柳井

正財団 ・ 笹川平和財団など）に
よる奨学金の獲得との併用が
現実的な戦略となる。

●学費は年間約250~950万円程度※

オック スフォ ード大学 ・ ケンブリッジ大学（総称
Oxbridge)や、 医学 ・ 法 ・ 建築などの分野では、

追加試験や面接が課されることが一般的。そのた
め、「必要科目試験の把握→履修受験計画→学
術的活動やPersonal Statement」の順で、 早期
に逆算して準備するのが定石となる。その前提と
して重要なのは、 単なる試験対策ではなく、 自身
が学びたい学問領域を早い段階で明確にし、 その
分野の知識や思考を継続的に深めていくこと。

• Oxbridge以外の大学はUCAS(Universities 
and Colleges Admissions Service：オンラ
イン一括出願システム）で一元管理 ．

●各学科の前提科目（出願に必要な履修科目）．

（都市部医学部などが高い傾向） ●A-Levels/IS/ APの成績 ・ スコア。
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●英語試験のスコア要件が明確に定められている。
●Personal Statement(PS)と呼ばれるエッセ

イでは、その専攻を学ぶ学術的動機と準備を論
理的に示すことが鍵．








